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第10回専攻科修了証書授与式・

第49回卒業証書授与式　告辞

　　　　　　　　福島工業高等専門学校 校長 中 村 隆 行　

　修了生・卒業生諸君、修

了・卒業おめでとうござい

ます。

　本日、ここに、多数のご

来賓と、修了生・卒業生の

保護者の皆様のご臨席を

いただき、第10回専攻科修

了証書授与式並びに第49

回卒業証書授与式を実施

出来ますことは、教職員一

同、誠に慶びとするところ

であります。ご多用の中、御出席いただきました、御来

賓の皆様、並びに保護者の皆様に厚く御礼申し上げます。

　本日、本校を巣立つのは、専攻科の、機械・電気シス

テム工学専攻12名、物質・環境システム工学専攻11名、

ビジネスコミュニケーション学専攻７名の専攻科修了生

計30名、その内、復興人材育成特別コース修了者14名、

並びに、本科生として、機械工学科39名、電気工学科46

名、物質工学科46名、建設環境工学科38名、コミュニケー

ション情報学科42名の計211名です。

　修了生・卒業生の諸君、諸君が本日ここに晴れて卒業

式を迎えることができるのは、これまで、日々、勉学に

励み、精進を重ねてきた結果です。諸君のこれまでの努

力に敬意とお祝いの気持ちを表したいと思います。また、

本日、諸君が晴れてこの卒業の日を迎えることが出来る

のは、ご家族の愛情と援助、教職員の熱心な指導のお陰

であります。諸君を育んでくれたすべての方に、感謝の

気持ちを持っていただきたいと思います。

　修了生・卒業生の保護者・御家族の皆様には、本日、

御卒業のお子様を、このように立派に育て上げられまし

たことに、敬意を表しますとともに、心からお祝いを申

し上げます。誠におめでとうございます。

　さて、私は、昨年の四月に本校の校長に就任し、校長

の方針を明快な言葉に表す必要があると考え、「いわき

から世界に活躍するイノベーション人材を育てる」を、

スローガンにしました。そこには、福島高専の学生諸君

に対する、私の三つの願いが込められています。修了生・

卒業生諸君が、福島高専を巣立った後も、このことを心

に留めて置いてほしいと思います。

　一つ目は、「世界に活躍する」ということです。グロー

バル化が進んで世界が小さくなり、様々なことが日本だ

けでは完結しない時代になってきています。これから日

本を背負う若者は、世界の人たちと情報交換をし、ある

いは様々な国際的な場で、しっかりと意見を伝えること

が出来るなど、「世界に活躍する」という観点が、ます

ます要請されてくると思います。卒業後も、英語の学習

を怠ることなく、自ら世界の様々な情報を取ると同時に、

世界に対して情報発信するなど、世界を視野に入れて、

自らの向上・発展に努めてほしいと思います。

　二つ目は、「イノベーション人材」です。産業構造が

変わり、情報化が進む中で、資源のない日本は、付加価

値を高める産業を興していかなければなりません。その

ためには、既存の情報を活用し、創意工夫が出来る人材

となる必要があります。修了生・卒業生諸君は、そういっ

たアイデアを生み出すことの出来る「イノベーション人

材」となることを、卒業後も目指してほしいと思います。

　最後の三つ目は、「いわきから」という視点です。こ

れは、「福島から」と言い直すことも出来ると思います。

東日本大震災から、四年が経過しました。しかしながら、

第10回専攻科修了証書授与式・
第49回卒業証書授与式
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福島は、福島第一原子力発電所の事故の影響があり、震

災復興はまだその途上にあります。昨年、六月に取りま

とめられた、福島・国際研究産業都市構想、いわゆる「イ

ノベーション・コースト」構想は、そういった福島浜通

りのマイナスの状況をプラスに変え、世界が注目する福

島浜通りの再生を目指すものです。

　その中では、「廃炉へのチャレンジ」として、福島第

一原子力発電所の廃炉を加速するための国際的な廃炉研

究拠点の整備や、ロボットについての研究・実証拠点の

整備が、また、「新しい産業基盤の構築」として、国際

産学連携拠点の整備、スマート・エコパークの整備、エ

ネルギー関連産業の集積、農林水産業における新産業創

出などが、その主要プロジェクトとして挙がっています。

　修了生・卒業生の中には、今後、この「イノベーショ

ン・コースト」構想の具体化に、直接かかわる諸君もい

ると思います。また、福島から離れる諸君も多いと思い

ますが、原子力発電所の廃炉には、今後、数十年かかる

と言われており、修了生・卒業生の母校となる福島高専

は、この課題に今後とも取り組み続け、地域の復興に貢

献しているということを忘れないでいただきたいと思い

ます。

　本日までに、修了生・卒業生諸君が、本校で身につけ

た充分な基礎力と、それに基づく創造性と実践性、そし

て、寮やクラブ活動などで培った人間力は、これからの

福島や日本を考え、諸君の夢を実現するために充分なも

のと信じています。さらに、継続的な努力と目標を成し

遂げようとする意志が加われば、これからの人生におい

て、諸君が直面する様々な困難に打ち勝ち、また、様々

な試練も克服出来るはずです。

　自らに自信を持って、健康に留意し、自らの夢を実現

してほしいと思います。諸君の力で、すばらしい人類の

未来、日本の未来、地域の未来を築いて下さい。

　最後に、諸君のこれからの人生が、幸多いものである

ことを祈念して告辞と致します。
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　卒業おめでとうございます。３年生の始業式の

日、「私にとって最初で最後の担任です。思い出

に残る楽しいクラスにしましょう。」と、言った

のを覚えているでしょうか。その後、特に大きな

問題も無く、日々皆さんの成長する姿に驚きまし

た。それに連れて私自身もこの年で有りながら成

長させられたと感じました。振り返るといろいろ

なことがありましたが、あっという間の３年間で

した。良い思い出になりました。

　将来社会人として働く皆さんに、７年間民間会

社で働いてきた先輩としてアドバイスをしたいと

思います。まず、張り切りすぎないこと。仕事は

やればやるほど増えてきます。多くの仕事を抱え

込むと必ずミスをします。むりをせず能力の80％

程度の力で長続きさせましょう。頼まれた仕事は

間違いなく遂行し、相手は何を望んでいるかを考

えて、プラスアルファの気働きを加えましょう。

また、同じように仕事をしても、他の人は評価さ

れるのに、自分は一所懸命仕事をしているのに評

価されないと感じることがあります。焦らずに地

道にやりましょう。必ず誰かが見ていて、将来評

価してくれる時が来ます。最後に、３年間は耐え

ましょう。入社１年目はお客さん。２年目になる

と自主的な仕事が増えてきます。３年目になると

責任を持たされる仕事になります。この時点で会

社を辞める人が多くなります。ここを頑張って乗

り切ると、４年目には部下も出来て仕事が楽しく

なるでしょう。何年後かにクラス会があれば呼ん

で下さい。元気であれば参加します。

最初で最後の担任
機械工学科　５年担任　木下　博嗣

機械工学科
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機械工学科 Department of Mechanical Engineering
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　卒業した５年生の学生諸君、卒業おめでとうご

ざいます。また、保護者の皆様も、お子様のご卒

業おめでとうございます。

　私が担任を任された３年前、様々な理由が重な

りクラスは52人という大人数でのスタートとなり

ました。多くの学生はスポーツを好み、特別活動

の時間をスポーツ時間として活用してくれたのは

よいと思っていました。校内体育大会においては、

開催されなかった２年次以外のすべての年度で学

年優勝という素晴らしい成績を残すことができま

した。クラス内の雰囲気も良く、私自身も教室へ

行くのがとても楽しみで毎日充実した生活を送れ

ました。５年次は卒業研究を筆頭に教育指導が増

えましたが、こちらもクラスの良い雰囲気に合わ

せて楽しくやることができました。最後に、ます

ます成長した皆さんを見ていると、感慨深いもの

を感じました。

　他にも、勉学の息抜きとして工場見学や旅行な

どの様々な行事がありました。学生の希望通りに

はいかないことも多かったですが、私もこれらの

行事に一緒に参加できまして、とても楽しむこと

ができました。

　最後にアドバイスをしたいと思います。就職、

進学に関わらず、高専生活の経験は必ず生かされ

る場面があります。挨拶は人のためにするのでは

ありません。毎日の掃除や当番などは重要です。

困ったときは人に相談して、悩みをためないこと

です。

　新天地で落ち着きましたらぜひ連絡をいただけ

ますとうれしいです。

担任としての思い出
電気工学科　５年担任　小泉　康一

電気工学科
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電気工学科 Department of Electrical Engineering
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　卒業おめでとうございます。私が皆さんの担任

となり、もうすぐ３年が経とうとしています。３

年前の３月、いろいろな先生から皆さんの（主に

良くない）話を聞いていたので、これは大変なク

ラスの担任になるんだなぁと思っていましたが、

実際には素直で優しい学生がほとんどで、今考え

てみると本当に苦労した、ということはほとんど

なく、充実したあっという間の３年間でした。

　これから皆さんはそれぞれ別の道を歩む事にな

ります。大学に編入する人、就職する人はこれま

での環境が大きく変わります。その中で自分がど

のように行動することができるかで今後の人生が

大きく変わってきます。特に最初が肝心です。ス

タートダッシュでうまく波にのることができれば

きっとうまくいくはずです。専攻科に進学する人

は環境の変化は小さいかもしれませんが、より自

立した生活が求められるようになります。何か一

つでいいので自分の将来役に立つと思われるもの

を見つけて一生懸命自分を磨いてください。　

　皆さんはまだこれから続く長い人生の半分も生

きていません。今努力したことはそのまま将来の

自分に跳ね返ってきます。決して無駄な努力はあ

りません。努力することをいとわずに行動してく

ださい。そして、何か困ったことがあったらいつ

でも福島高専を訪ねてください。本校教職員が問

題解決のヒントをくれるかもしれません。皆さん

の成長した姿に出会えることを楽しみにしていま

す。

物質工学科卒業生の皆さんへ
物質工学科　５年担任　梅澤　洋史

物質工学科
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物質工学科 Department of Chemistry and Biochemistry
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　みんな、卒業おめでとう！

　この３年間を振り返るとあっという間ですが、

毎日、楽しく過ごすことができました。朝、高々

と響き流れる校歌の中、教室にむかうのが毎日楽

しみで、心から気持ちよく過ごすことができまし

た。ありがとう。

　担任を務めるにあたり、ある言葉を心に秘めて

過ごしてきました。それは、高専着任後に先輩教

員から言われたり、高専機構の研修の場で言われ

たりした言葉で、「クラスは、担任の写し鏡だよ。」、

「クラスは、担任に似る…」ということを再三聞

かされました。「私は『たにん』でなく、『たんに

ん』だ！」、「クラスは、家族！！」と言ってきた

のは、このような言葉が背景にありました。５年

生も終わりに近づくと、みんなの前で私の言葉を

代弁してくれる人や、３年間続けてきた今週や今

月の目標に、私が思っていることをズバリ書いて

くれるのをみて、確かに、そうなのかな…と実感

する一方で、もう一つの気づきがありました。ク

ラス全体としてみると、確かに担任の雰囲気や性

格が表れているのかもしれませんが、その中の一

人一人をみてみると、さまざまです。問題なく生

活している中でも、遅刻や提出物の遅れ、めんど

くさいことや大変なことを避けて通る…など、決

してよくないことも多々ありました。その度に、

「コラッ！」と言ってきたわけですが、その一方で、

目の前で遭遇していることは、自分の中にもある

ことなのではないかと思うようになりました。め

んどくさがるところ、消極的なところ、だらしな

さ、心の弱さは私の中にもあって、それは誰もが

もっている部分であり、それに「学生の姿を通し

て気づき、正していくことが必要だよ、それが教

員だよ！」、と教えてくれているのではないかと

いうことに気づきました…というか、みんなから

教えてもらいました。これまでみんなと楽しく過

ごした３年間の思い出を経験にかえて、自身の夢

と教員としての成長にむけて、これからも一生懸

命、教員として仕事をしていきます。

　“みんな家族”は、これからも変わりません。

お互いに成長する姿をみることを楽しみに、夢に

むかって歩んでいきましょう！

思い出を経験に～夢にむかって、歩んでいこう！～
建設環境工学科　５年担任　齊藤　充弘

建設環境工学科
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建設環境工学科 Department of Civil Engineering
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コミュニケーション情報学科

　ご卒業おめでとうございます。皆さんは縁あっ

て５年間というこれまでの人生の４分の１もの長

い時間を、そしてまだ子供っぽさが残る16歳から

心身共に大人となった20歳までの非常に多感な時

期を同じ学び舎で一緒に過ごして来ました。もし

かしたらこの５年間は親と共に過ごした時間より

も多かったかも知れません。これは本当に凄いこ

とです。ですが別れの時がやって来ました。この

クラスでの集いはもうこれっきり、名残惜しいで

す。

　私は絆という字が好きです。絆は糸偏に半と書

きます。糸は簡単に千切れて半分になってしまい

ますが、皆さんが結んできた糸はこの５年間で結

び目を幾重も作り、細かった絆が今はとても太い

綱になったと感じています。まさに 気
き

綱
づな

（気持

ちの綱）です。明日からそれぞれの道を歩み、先々

で新しい出会いが待ち受けています。これからも

新しい気綱を作っていって下さい。それらは全て

がいつか生
き

綱
づな

（生きる綱）として皆さんの人生を

豊かにしてくれると思います。

　思い返せばこのクラスは１年の時から本当に仲

が良かった。みんながみんなを想っていた。この

クラスと別れるのは本当に辛いです。このクラス

の担任になれて本当に良かったです。アサーショ

ン、しっかりね。おせっかいをいっぱい焼いてね。

食事は作って、できるだけ誰かと一緒に食べてね。

風邪を引かず心身ともに健康でね。仕事と勉強頑

張ってね。

　また会おうね。

贈る言葉
コミュニケーション情報学科　５年担任　松江　俊一
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コミュニケーション情報学科 Department of Communication and Information Science
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祝 修了

機 械・ 電 気
シ ス テ ム
工 学 専 攻

　ご卒業おめでとうございます。さて、これから社会

人としてご活動されるみなさんへ贈る言葉について考

え、想いをめぐらせました。在学中のみなさんと私と

がいっしょに過ごした時間は、短いものでしたが、学

生時代の出来事は、一生記憶に残る印象深いものです。

それにふさわしい言葉として、“昇る朝日にように”

と題しました。

　私は、茨城県の太平洋沿いの田舎町から、毎日常磐

線で福島高専に通勤しています。電車の窓からさんさ

んと照りつけている朝日の眩しさを感じながら、電車

内で本を読んだり、資料作成を計画したり、学生のみ

なさんに伝えることを整理したりなどしています。私

が住んでいる海岸線の近くでは、江戸時代1695年ごろ

徳川光圀が海上から朝日の昇る様子を「朝日の立ち上

る様は領内随一」と感激して、一帯を日立と命名した

そうです。朝日は、はるか彼方に広がる太平洋の水平

線から、暗闇のなかを昇り出でて燦然と輝くのです。

まさに感動的で、その様子は音楽でいえば、リヒャル

ト・シュトラウス：交響詩 “ツァラトゥストラはかく

語りき”が非常によく似合います。

　この太陽と地球の物理的運動は、未来へ続く自然現

象の一つですが、多くの動植物にとって、その生命活

動は、太陽からのエネルギーにより生み出されていま

す。

　まさに、新社会人となられるみなさんのご活躍が、

この社会を、この地域を、そして母校を、昇る朝日の

ように照らしてくれることをお祈り申し上げます。

　私は、本科４年次に機械工学科に編入学しました。

編入はとても大変だという話を聞いていたので、自分

でも覚悟していたのですが、実際は想像以上でした。

高校では習わなかった単元の知識を用いて問題を解く

ことが多く、授業中は、先生が何を説明しているのか

わかりませんでしたし、正直未だに理解できていない

ことも多いです。また、レポートや研究も大変で、ど

うしたらいいのかわからず、泣きべそをかいたときも

ありました。普段の学校生活でも、途中から来たとい

う意識があり、なんとなく自分の意見を主張しにくい

部分がありました。

　しかし、わからないことは優しく丁寧に教えてくれ

たり、色々な話をしてくれたり、逆に私の話を親身に

なって聞いてくれたりする友達がいたので、とても支

えになりましたし、嬉しかったです。さらに、専攻科

に入学してからは、勉強面で助けてもらうだけでなく、

食事に行ったり遊んだりすることも増え、充実した毎

日を過ごすことができました。ここまで頑張ってこら

れたのは、このようなみんなの支えがあったからこそ

だと思っています。

　４月から社会人になりますが、今回のように助けて

もらうばかりではなく、自分も周りの人の助けになる

ようにしていきたいと思います。

　最後に、支えてくださった先生方、そしてクラスや

専攻科のみんなには本当に感謝しています。４年間あ

りがとうございました。

機械・電気システム工学専攻

専攻長　寺田　耕輔
機械・電気システム工学専攻

２年　坂内　菜都美

昇る朝日のように 高専に編入して
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祝 修了

物 質・ 環 境
シ ス テ ム
工 学 専 攻

　皆さんへ贈ることばを考えなくてはならない季節がま

ためぐってきて、いつものように頭をかかえていまし

た。いろいろ書いてみるのですが、なんだかどの言葉も

ずれているような、空疎なような気がして、どうもこん

なことをいっちゃいけないなという気になってしまうの

です。ただ、この違和感じたいがとても大事なことのよ

うな気がして、さらさらとすぐに崩れる乾いた砂を指で

ひっかくような心もちで言葉をさがしています。

　近々皆さんそれぞれに新しい生活をむかえられるわけ

ですが、そういう生活というのはいつまでも新しく感じ

られるままであるほうがよいのか、そうではないほうが

よいのか、じつはわたしにはわかりません。ただ、ひと

ついえるのは、新しさの感覚というのは、かならずや早

晩フェイド・アウトしていくたちのものであるというこ

とです。新しい生活がはじまるとき、そのはじまりの時

間のうちにわたしたち自身へなかば暴力的にとびこんで

くるひとつひとつの事象の超音速インパルスは圧倒的

で、いわば心は「去勢」された状態におかれます。その

ときあなたはひどくくたびれるでしょう。しかしその被

去勢状態はしだいに事態を浸潤するあなた自身の反撃的

生命力によって征服されていくのです。そのときにいま

までのあなた自身の経験なり定番の手法なりがろくに役

に立たず、むしろ邪魔くさく感じられるような状況を意

図的に演出することがたいせつなように思えます。けっ

こうむずかしいことですが、決まりきった手のうちでは

闘わない「要領がわるいあなた」でいてください。いご

ごちが完全にはよくないことって、きっとけっこうたい

せつなのですよ。わたしも、おなじ想いで精進していき

たいと思っています。おたがい元気で生きましょう。

　ごきげんよう！

　福島高専での長くもあり短くもあった７年間が終

わりを迎えようとしています。この７年間を振り

返ってみると、仲間と過ごした時間、課題や試験に

追われた日々、進展しない研究で頭を抱えた日々、

数えるときりがないほどたくさんの出来事がありま

した。その１つ１つを思い返すたびに、懐かしさと

切なさで胸がいっぱいになります。この福島高専で

過ごしたすべての時間が私の財産であり、卒業が間

近に迫った今、このように思えることは本当に幸せ

なことなのだと改めて思います。

　今から２年前に本科を修了し、私の専攻科生活が

始まりました。この専攻科での２年間は新たな仲間

との出会いや、人生の分岐点ともいえる就職活動や

学位試験等さまざまな出来事があり、非常に濃い２

年間となりました。そんな中で今の自分が笑って過

ごしていられるのは、苦楽を共にした仲間の存在が

あったからだと思います。みんな、本当にありがと

う。在校生の方々には、仲間が側にいる当たり前の

幸せを今以上に感じながら、残りの学校生活を送っ

てほしいです。

　福島高専は、私を技術者としてだけでなく、人間

として大きく成長させてくれました。４月からは、

新たな環境での生活がスタートしますが、福島高専

での思い出を糧に、精進していきたいと思います。

　最後になりますが、今まで私を支えてくれた様々

な方々に感謝の気持ちを示したいと思います。本当

にありがとうございました。

物質・環境システム工学専攻

専攻長　車田　研一
物質・環境システム工学専攻

２年　長瀬　亮

あえて、けっこうむずかしいこと 仲間がいる幸せ
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祝 修了

ビ ジ ネ ス
コミュニケーション学
専 攻

　卒業の時期になるとよく流れる歌謡曲に「贈る言葉」

がある。しかし、同名の小説があることを皆さんはご

存じだろうか。1960年代の学生運動盛んな時期を舞台

とした内容である。以前、あるラジオ番組でその作詞

者は、作詞においてこの小説からの影響を語っていた。

修了にあたり言葉を贈ることとしたい。

　小説の中でこのような場面がある。主人公は優等生

として学生時代を過ごしてきた。そのため行動パター

ンが固定化され、自分の行動に枠をはめていたことに

気づき、愕然とする。そして、その枠を取り除くこと

に苦闘したことを話している。皆さんはそのような経

験はお持ちだろうか。人間の性格を行動パターンの癖

と定義する考え方もある。

　先日、知り合いの経営者の方とお話しする機会が

あった。その方は企業を革新的なものへと変革を試み

たが、従業員は従来の組織構造にしがみつき、変革を

達成できなかった、と無念そうに話されていた。生産

性の向上や新たな市場への参入を果たすためには、企

業自体の意識変革が必要不可欠であることが、その背

景にあるようである。

　グローバル化が流行しているが、皆さんの認識はど

うであろうか。外国語が話せることが、それへの対応

であろうか。この流れにより、企業は国内ニーズへの

対応から全世界からのニーズへの対応が求められてい

る。そのためには、これまでの枠にとらわれない革新

的な発想がその一つの対応と考えられる。みなさんに

は「固定概念からの脱却」を贈る言葉としたい。

　とうとう専攻科の修了を迎えました。本科の半分以

下の二年という期間でしたが、就活や学位試験など私

たちにとって大きな試練が続き、とても濃い二年間

だったように思います。その分、ようやく卒業を迎え

られる達成感も大きいです。

　私は、専攻科での生活を通して人とつながりの大切

さをしみじみと感じました。留学戻りということもあ

り、工学系専攻はもちろんビジコミのメンバーともほ

ぼ初対面という状況でした。しかし今では毎日昼食を

共にし、ときに外食や遊びに出かけ、くだらない冗談

を言い合うような仲です。入学時、実はとても不安で

したが、優しく受け入れてくれた彼らには本当に感謝

しています。

　また、海外インターンシップでは、現地の教授や友

人たちに大変お世話になりました。その一部の方々と

偶然にも日本で再会する機会があり、微力ながら彼ら

を手助けできたことを嬉しく思います。

　こうして思い返してみると、本当に多くの人に支え

られて今の自分があるのだということを実感します。

制服に着られていたような自分が、いつの間にかスー

ツを着て就活を行い、論文を書くようになっていたこ

とを思うと、先生方や友人たちのおかげでここまで成

長できたということを痛感せざるを得ません。

　本科からは七年という長い期間指導してくださった

先生方と、専攻科の二年間を笑って過ごさせてくれた

友人たちに改めて感謝の意を表します。ありがとうご

ざいました。

ビジネスコミュニケーション学専攻

専攻長　芥川　一則
ビジネスコミュニケーション学専攻

２年　多久島　成美

贈る言葉 専攻科修了を迎えて
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　昨年度に統合されました「男女共同参画・キャ

リア支援室」にて、本年度も旧進路対策委員会の

業務を担当して参りました。今年度の本科卒業・

専攻科修了学生につきましては、平成25年10月か

ら就職ガイダンス、福島高専協力会企業による合

同説明会、面接指導講習会、進路別学習、ＳＴＡ

ＲＴ(一般常識・学力試験)、Ｒ－ＣＡＰ(適職・

適性診断)、仙台での合同企業説明会への集団参

加、公務員模試を実施して参りました。

　26年度本科５年生･専攻科２年生の就職希望者

は126名(男子82、女子44)でありました。本校に

は各科の就職希望者の24～12倍の求人を頂いてお

ります。また全国各地の大学から進学に関する募

集要項が届いています。これらは過去の卒業生・

修了生の各方面での活躍が高く評価されている結

果と考えられ、誠に有り難いことです。２月末現

在の就職内定率は98％となりました。本科５年生・

専攻科２年生の進学希望者は115名（男子77、女

子38）であり、３月末までにほぼ全員進学先が決

まる見込みです。例年のように卒業・修了学生の

進路がほぼ100％決定しましたのは、学生本人の

努力によるところであることはもちろんですが、

ご家庭、担任、専攻長をはじめとする先生方の御

指導および書類の準備・発送等を担当された事務

の方々のご支援の賜であります。

　来年度の卒業･修了生に関しては、企業の求人

活動が従来よりも遅く開始されますが、本校では

既に就職対策として就職ガイダンス、面接指導講

習会、進路別学習を実施しました。また進学希望

者も進学先を考えて準備を進めているものと思い

ます。今年度と同様に平成27年度も学生諸氏の就

職・進学に関する活動が順調に進みますことをお

祈り申し上げます。

平成26年度　卒業生・修了生の進路状況について
男女共同参画・キャリア教育支援室 キャリア教育責任者　山本　敏和

本 科 生 の 進 路（平成27年３月卒業）
（　）は女子学生

区　　分 機械工学科 電気工学科 物質工学科 建設環境工学科 コミ情学科 計

卒 業 者 数 39( 3) 46( 2) 46(23) 38(13) 42(32) 211(73)

進 学 者 数 18( 2) 21( 0) 22( 8) 18( 5) 21(14) 100(29)

就 職 者 数 20( 1) 24( 2) 23(14) 20( 8) 14(12) 101(37)

そ の 他  1( 0)  1( 0)  1( 1)  0( 0)  7( 6)  10( 7)

専 攻 科 生 の 進 路（平成27年３月修了）
（　）は女子学生

区　　分
機 械 ・ 電 気
シ ス テ ム 工 学 専 攻

物 質 ・ 環 境
シ ス テ ム 工 学 専 攻

ビ ジ ネ ス コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン 学 専 攻

計

修 了 者 数 12( 2) 11( 3) 7( 3) 30( 8)

進 学 者 数  0( 0)  4( 1) 2( 0)  6( 1)

就 職 者 数 12( 2)  7( 2) 4( 3) 23( 7)

そ の 他  0( 0)  0( 0) 1( 0)  1( 0)
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　福島高専の学生会では、学生会役員として、低

学年の学生が積極的に参加しています。低学年が

多いことのメリットとして、引継ぎが効率的に行

われることが挙げられます。今年度の役員も、昨

年度の経験を生かして精力的に活動してくれまし

た。

　学生の皆さんも記憶に新しいと思いますが、今

年度は、例年通りの活動に加えて、新たに七夕企

画を発案しました。これは秋田高専の学生会から

アドバイスを頂いた企画でもあります。また、今

年度は他高専との交流を多く行った一年でもあり

ました。このつながりを来年、再来年と広げてほ

しいと思います。

　最後にこの場をお借りしまして、学生会活動を

支えてくださった先生方、先輩方にお礼を申し上

げたいと思います。来年度も素晴らしい役員に恵

まれました。今後の学生会の活躍に期待してくだ

さい。

学生会活動の１年を振り返って
学生会長　建設環境工学科　４年　宮脇　公平

学 生 会

役　職 学　年　学　科 氏　名

学 生 会 長 機 械 工 学 科 ３ 年 根本　卓明

副 会 長 物 質 工 学 科 ３ 年 宗像　　繭

書 　 記 物 質 工 学 科 ３ 年 星　　柾充

〃 建 設 環 境 工 学 科 ２ 年 延松美優花

　 〃 　 　 コミュニケーション情報学科１年 永山　優香

会 　 計 コミュニケーション情報学科３年 西山　伊代

〃 コミュニケーション情報学科２年 岸　佑里香

〃 建 設 環 境 工 学 科 １ 年 遊佐　和貫

会 計 監 査 物 質 工 学 科 ２ 年 髙橋　昂太

〃 建 設 環 境 工 学 科 ２ 年 星　　達也

〃 コミュニケーション情報学科１年 櫻井　友香

運動部 部　長 建 設 環 境 工 学 科 ３ 年 井戸川将大

　〃　 副部長 機 械 工 学 科 ２ 年 広瀬　　陸

文化部 部　長 物 質 工 学 科 ３ 年 松井　　萌

　〃　 副部長 物 質 工 学 科 ２ 年 遠藤　里菜

研究部 部　長 機 械 工 学 科 ３ 年 鳥羽　祐丘

　〃　 副部長 電 気 工 学 科 ２ 年 髙橋　諒太

平成27年度学生会執行部役員選挙結果
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　今年度の「磐陽祭」は、11月１日（土）に本祭準備お

よび前夜祭、11月２日（日）に一般公開の本祭が行われ

ました。前夜祭時は雨天であり、本祭当日の天候が気に

なるところでしたが、早朝には日が差し、絶好の行楽日

和となりました。2000人を超える来場者にも恵まれ、盛

況の中、終えることができました。

　今回は「心のベクトルをひとつに～仲間と創る文化の

日～」のテーマのもと、全学生一丸となり、各自の日頃

の研究や課外活動等の成果を公開することができたので

はないでしょうか。また、ゲスト出演としてNeoBallad

さんに来ていただき、盛り上げていただきました。ヴォー

カルの若狭さちさんは本校コミ科出身で、在校生にとっ

ては、将来のひとつの姿として重ねることができたので

はないかと思います。

　最後に、磐陽祭開催にあたり、保護者の皆様、近隣の

方々、そして関係機関の皆様に、ご理解、ご協力いただ

き感謝申し上げます。来年度以降もよろしくお願い申し

上げます。

学生主事補　宮本 拓歩

平成26年度磐陽祭開催報告

　今年度の磐陽祭は、「心のベクトルをひとつに～仲間

と創る文化の日～」をテーマに学生全員が心をひとつに

長い時間をかけて準備してきました。

　本祭のメインイベントは、本校コミュニケーショ

ン情報学科卒業の若狭さちさんがボーカルを務める

NeoBalladさんが会場を盛り上げてくれました。その他

にも、ロボット技術研究会の実演、吹奏楽部の演奏、演

劇部の公演、ストリートダンス愛好会によるダンス披露、

ライブ演奏などそれぞれの団体が日頃の鍛錬の成果を発

揮し披露してくれた渾身のパフォーマンスは、大いに会

場を盛り上げてくれました。

　保護者の皆様、地域の皆様、またご協賛いただいた多

くの企業の皆様のご協力により、前夜祭、本祭ともに大

きな問題もなく大盛況のうちに終了することが出来まし

た。実行委員会一同より心から御礼申し上げます。

磐陽祭実行委員長　建設環境工学科４年　四家 哲人

磐陽祭を終えて
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　平成26年10月18日（土）、19日（日）の両日、一関文化セン

ターにて第25回全国高専プログラミングコンテストが開催され

ました。本校は２つの部門に出場しました。自由部門に、量子

将棋という変わった将棋のプレイシステム「おそらく王手」と

いう作品を展示し、そして競技部門では画像パズルに出場しま

した。自由部門は、自分たちの作成したプログラミング作品を

２日間展示してその紹介を行い、商品としてより魅力的なモ

ノかどうかを評

価される大会で

す。本作品は審査員からの評価は比較的良かったのですが、優

秀賞には及ばず、結果として敢闘賞をいただきました。競技部

門の内容は、絵柄がばら

ばらになっているＣＧ画

像から元の画像を推測し

て、より素早くより正確

に戻すというパズル競技

でした。一般にいう15ピースパズルの発展形の競技です。こちらは準

決勝で敗退という結果でした。応援してくださった皆様には御礼を申

し上げます。

全国高専プログラミングコンテスト参加報告
プログラミングコンテスト指導教員　小泉　康一

　平成26年11月23日、国技館。そこで「全国高専ロ

ボコン2014」が行われた。今年のテーマは「出前迅

速」。お蕎麦の「蒸篭」を早く、落とすことなく運

ぶ競技だ。そんなルールの中で我々福島高専Ａチー

ムは「おトドけ・受けトリ」というロボットを作成

した。このロボットの特徴は角材ゾーンを、大きな

タイヤ３個と小さいタイヤ約30個を駆使し、止まる

こと無く進むことである。また、センサを用いた電

気制御によって傾斜ゾーンでも蒸篭を水平に保つこ

とが出来る特徴も持っている。そしてこのロボット

は、当日アクシデントがあったが東北大会で優勝す

ることが出来た。しかし、全国大会では準決勝敗退

という不本意な結果を残してしまった。そして来年、

この悔しさを糧にして「全国優勝」を勝ち取ってき

たいと思っている。

　今、この文章を見ている新高専１年生と中学生。

ぜひ、私たちと一緒に「すごい！」と思わせるよう

なロボットを作りませんか？

機械工学科３年　鳥羽　祐丘

全国高専ロボコン出場報告
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　平成26年11月８日（土），９日（日）の二日間、

熊本県八代市総合体育館にて全国高専デザコン

コンペティションが開催され、構造デザイン部

門に福島高専から２チームが参加しました。今

回の課題は現地で組み立てる『架設性能』として、

組み立て時間も競技の評価に含まれるものでし

た。短時間で製作し、より軽量で大きな荷重・風・

振動に耐える構造物（タワー）ができるか競う

ものでした。

　結果、Ａチーム：磯上友輝（４Ｋ）・○金成雅季（４Ｋ）・田邉陽（４Ｋ）・鹿又善憲（３Ｋ）は、競技内容

全体の性能が平均的に高く、71.33／100点で60

チーム中６位，Ｂチーム：○遠藤健悟（４Ｋ）・

原田真衣（４Ｋ）・草野泰治（２Ｋ）は架設性能

が秀でており、57.02／100点で60チーム中28位と

いう結果でした。

　早期着工やＣＡＤによる解析はできませんでし

たが、本番前日まで宿泊先で試行錯誤を加えるこ

とで、より良い結果を出すことが出来ました。

　来年度は、今年度達成できなかった課題を積極

的に取り組んでいきたいと思っています。

全国高専デザインコンペティション参加報告
建設環境工学科４年　金成　雅季

　2015年１月24・25日の二日間、東京代々木オリンピッ

ク記念青少年総合センターにおいて、第８回全国高等専

門学校英語プレゼンテーションコンテストが行われまし

た。本校からは、コミュニケーション情報学科３年生、

本田歩さんがスピーチ部門に参加しました。本田さんは、

10月に行われた東北予選を２位で通過し、全国大会まで

練習を重ねてきました。入賞は逃しましたが、福島の現

状について、力強いスピーチを披露しました。当日は、

中村校長先生にもご来場いただき、心強い応援をいただ

きました。最後になりますが、原稿作り、練習にご協力

いただきました先生方に心より感謝を申し上げます。来

年度は、ぜひスピーチ・プレゼンテーション両部門での

全国大会出場を目指したいと思います。

全国高専英語プレゼンテーション
コンテスト参加報告

英語プレゼンテーションコンテスト指導教員　加藤　明子
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 体 育 部
◎平成26年度福島県高等学校新人体育大会  県大会
■陸上競技（男子）    
　400m	 	 鈴木　陵太（2E）	 　　第７位
　三段跳	 	 今野　和樹（2K）	 　　　第８位
　ハンマー投		 佐藤　将富（1C）	 　　　第７位
■陸上競技（女子）    
　400m	 	 武藤　咲希（1I）	 	 　第８位
　800m	 	 武藤　咲希（1I）	 	 　第５位
■バレーボール（男子）    
　団体戦　　　　　　	 １回戦敗退
■ソフトテニス（男子）    
　団体戦　	 	 ２回戦敗退
　ダブルス	 	 吉田　翔太（1K）	 　　 ３回戦敗退
	 	 小泉　亮太（1C）	
　　	〃	 	 千葉裕太郎（2C）	 　　　１回戦敗退
	 	 鈴木　渓太（2K）	
　　	〃	 	 酒井　達弥（2C）	 　　　１回戦敗退
	 	 飯塚　　睦（2M）	
　　	〃	 	 髙橋　昂太（2C）	 　　　１回戦敗退
	 	 小野　玲史（2C）	
■ソフトテニス（女子）    
　ダブルス	 	 石井　佑香（2C）	 　　　１回戦敗退
	 	 古川　千尋（1M）	
■テニス（男子）    
　学校対抗	 	 予選リーグ２回戦敗退
　シングルス		 橋本　拓実（1M）	 	 　第８位
■テニス（女子）    
　シングルス		 篠原なつみ（2I）	 　　　２回戦敗退
■卓球（男子）    
　学校対抗	 	 	 	 	 初戦敗退
　ダブルス	 	 渡邉　　凌（2M)	 	 ベスト16
	 	 加藤　　翔（1E)	
　シングルス		 加藤　　翔（1E)	 	 ベスト32
　　	〃	 	 渡邉　　凌（2M)	 　　	 ３回戦敗退
■卓球（女子）    
　学校対抗	 	 	 	 	 　第３位
　ダブルス	 	 猪狩　栞菜（2I）	 	 　第３位
	 	 高橋　百花（1I）	
　　	〃	 	 佐藤　　泉（2I）	 	 ベスト16
	 	 小林　千莉（1K）	
　シングルス		 佐藤　　泉（2I）	 	 　第３位
　				〃	 	 猪狩　栞菜（2I）	 	 ベスト16
						〃	 	 高橋　百花（1I）	 	 ベスト16
■剣道    
　団体戦	 	 	 　　　１回戦敗退
■水泳（男子）    
　200m自由形		 坂本　亮太（1M）	 	 予選敗退
　　　〃	 	 齊藤　圭紀	(2M)	 	 予選敗退
　　　〃	 	 仲村　　誉	(2K)	 	 予選敗退
　400m自由形		 坂本　亮太（1M）	 	 予選敗退
　　　〃	 	 齊藤　圭紀（2M）	 	 予選敗退
　　　〃	 	 仲村　　誉（2K）	 	 予選敗退
　100m背泳ぎ		 菊地　啓太（2C）	 	 予選敗退
　100m平泳ぎ		 長谷川貴哉（1K）	 	 予選敗退
　　　〃	 	 安逹　拓朗（2E）	 	 予選敗退
　　　〃	 	 蒲生　博崇（2E）	 	 予選敗退
　200m平泳ぎ		 齋藤　泰直（1M）	 	 予選敗退
　　　〃	 	 長谷川貴哉（1K）	 	 		予選敗退
　　　〃	 	 安逹　拓朗（2E）	 	 予選敗退
　200mバタフライ	会田　優斗（1K）	 	 予選敗退
　200m個人メドレー	齋藤　泰直（1M）	 	 予選敗退
　　　　〃	 	 会田　優斗（1K）	 	 予選敗退
　　　　〃	 	 菊地　啓太（2C）	 	 予選敗退
　400m個人メドレー	蒲生　博崇（2E）	 	 予選敗退
　400mリレー		 	 	 予選敗退
　400mメドレーリレー	 	 	 予選敗退

■水泳（女子）    
　50m自由形	 	 鈴木　彩那（1I）	 	 予選敗退
　　	〃	 	 櫻井　友香（1I）	 	 予選敗退
　100m自由形		 鈴木　彩那（1I）	 	 予選敗退
　　　〃	 	 櫻井　友香（1I）	 	 予選敗退
■バドミントン（男子）    
　団体戦	 	 　１回戦敗退
　ダブルス	 	 金澤　樹生（2E）	 　　 ２回戦敗退
	 	 藁谷　真輝（1M）	
　シングルス		 藁谷　真輝（1M）	 　　　１回戦敗退
■バドミントン（女子）    
　ダブルス	 	 藤枝　まみ（2K）	 　　　１回戦敗退
	 	 青田　理咲（1C）	
■弓道（男子）    
　個人戦	 	 山田　一圭（2E)	 	 予選敗退
　個人戦	 	 八木橋慧人（2I)	 	 予選敗退
■弓道（女子）    
　個人戦	 	 松﨑由季乃（2K）	 	 予選敗退
　個人戦	 	 横田　美月（2K）	 	 予選敗退
◎第59回福島県高等学校駅伝競走大会   
		男子チーム		 	 	 		第19位
◎東日本大震災復興支援第69回国民体育大会陸上競技
		少年男子400m	 古和口　廉（3K）	 				 準決勝敗退
◎第12回福島県高等学校秋季ソフトテニス選手権大会
		団体戦	 	 	 	 	 予選敗退
◎第38回ＮＨＫ杯福島県クラブ対抗ソフトテニス大会
		団体戦	 決勝トーナメント１回戦敗退
◎ 第69回天皇賜杯・皇后賜杯全日本ソフトテニス選手権大会
　男子ダブルス	 佐藤　伸耶（5E）	 　　	 １回戦敗退
	 	 小笠原和也（磐城三和STC）	
◎ 第44回福島県高等学校ソフトテニスインドア選手権大会
　個人戦男子		 千葉裕太郎（2C）	 　　 １回戦敗退
	 	 鈴木　渓太（2K）	
◎ 第41回福島県ダブルステニス選手権大会（ジュニアの部）
兼第30回東北インドアテニス選手権大会選手選考会

　男子ダブルス	 橋本　拓実（1M）	 				 	４回戦敗退
	 　	 鈴木　喬也（2C）	 　	 　		（ベスト16）
　　　	〃	 	 小松　誠司（2M）	 　　 ３回戦敗退
	 	 根本　晃成（2M）	
　女子ダブルス	 篠原なつみ（2I）	 　　 ２回戦敗退
	 	 蛭田　愛未（2C）	
◎ 第３回福島空港公園秋季選抜ジュニアシングルステニス大会 
男子シングルス	橋本　拓実（1M）	

	 決勝トーナメント１回戦敗退
◎ 第34回福島県春季選抜ジュニアシングルステニス選手権

大会兼第22回東北春季ジュニアテニス大会予選会
　男子シングルス	橋本　拓実（1M）	 　　	 ３回戦敗退
　　　		〃	 	 鈴木　喬也（2C）	 　　　２回戦敗退
◎第43回会津白虎杯卓球大会   
　男子団体戦	 	 	 	 　第３位
◎東日本大震災復興支援第69回国民体育大会卓球競技   
　少年女子（福島県代表）	
	 	 大浦		　悠（3K）	 					 １回戦敗退
◎ 平成26年度東京卓球選手権大会福島県予選会（一般の部）
		男子ダブルス	 木田　貴文（4C）	 						３回戦敗退
	 	 佐藤　瑞樹（4C）	
							〃	 	 安齋　正樹（3K）	 						３回戦敗退
	 	 矢内　智大（3M）	
　　　	〃	 	 鯨岡　康佑（3E）	 　　　３回戦敗退
	 　	 高信　京介（3E）	
　男子シングルス	安齋　正樹（3K）	 　　　　　第３位
	 	 	 	 　　　　（本選出場）
　　　　〃	 	 木田　貴文（4C）	 　　　２回戦敗退
　　　　〃	 	 矢内　智大（3M）	 　　　２回戦敗退
　　　　〃	 	 鯨岡　康佑（3E）	 　　　１回戦敗退
　　　　〃	 	 鈴木　孝幸（4E）	 	 予選リーグ敗退
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　男子シングルス	佐藤　瑞樹（4C）	　		予選リーグ敗退
　　　　〃	 	 高信　京介（3E）	 	 予選リーグ敗退
　女子ダブルス	 大浦　　悠（3K）	 	 ベスト８
	 	 佐藤　　泉（2I）
　　　	〃	 	 猪狩　栞菜（2I）	 　　	 ３回戦敗退
	 	 高橋　百花（1I）
							〃	 	 齋藤佳菜子（4I）	 　　 ２回戦敗退
	 	 外山　　愛	(TEAM	SANKYO)	
　女子シングルス	齋藤佳菜子（4I）	 　　 ２回戦敗退
　　　　〃	 	 大浦　　悠（3K）	 　　　２回戦敗退
　　　　〃	 	 猪狩　栞菜（2I）	 　　　２回戦敗退

　女子シングルス	佐藤　　泉（2I）	 　　　		１回戦敗退
　　　　〃	 	 高橋　百花（1I）	 　予選リーグ敗退
◎第69回東北高等学校卓球選手権大会１次予選会
　女子シングルス	佐藤　　泉（2I）	 		 	リーグ戦24位
◎平成26年度全日本卓球選手権大会   
　男子シングルス	安齋　正樹（3K）	 　　　１回戦敗退
◎第19回学年別弓道大会    
　１年女子個人戦	髙倉　友菜（1C）	 	 　第３位
◎郡山カップ第９回福島県フットサル選手権大会  
　福島高専Ａチーム	 	 	 　準優勝

 文化部・研究会・サークル    

■写真部
・東北地区高等専門学校文化部発表会　写真部門
	 	草野　　翔（5M）	 	 　　特選
	 	 下谷　　大（3K）	 	 　　入選
	 	 安藤　純奈（1K）	 	 　　入選
・第44回いわき市美術展覧会
　いわき市文化協会会長賞　　　　　	　江尻　乃亜（2I)
・H26年度いわき地区高等学校写真連盟写真展
　特　選　　		 鏡幻の世界　　　					海原陽菜子	（2M）
　准特選　	 	 Last	summer　　		　　海原陽菜子	（2M）
　准特選　	 	 夕霞の白梅特急　　	　今井　志信	（1C）
　入　選　　		 銀雪の輝き　　　		　	海原陽菜子	（2M）
　入　選　　		 今を遺す　　　　　　	海原陽菜子	（2M）
　入　選　　		 ミステリーサークル	　下谷　　大	（3K）
　入　選　　		 川面の風吹き　　　	　高木　迅哲	（1K）
・	第２回福島高専写真部写真展「極彩色の裏磐梯」
　(３／17－22)　		 開催
・福島高専写真部写真集2014	Vol5			 発行
・朝日新聞３月３日朝刊　放課後写真館
	 	 江尻　乃亜（2I）　	 写真掲載
・いわきこうべ若者架け橋プロジェクト
		 	 高木　迅哲（1K）・安藤　純奈（1K）

参加
・いわき街なかコンサートin	TAIRA	2014

撮影ボランティア活動
・いわき太平洋・島サミット2015　撮影ボランティア活動
■美術部
・東北地区高等専門学校文化部発表会　美術部門
	 	 合津　真吾（1M）	 	 　　入選
■吹奏楽部
・第36回定期演奏会	 	 	 　　開催
・第42回福島県アンサンブルコンテスト	 　　出場
■茶華道部
・いわき学校茶道連盟第37回合同発表会　	 参加
■演劇部
・第57回いわき地区高等学校演劇コンクール

優秀賞第３席
■ストリートダンスサークル
・いわき街なかコンサート	 	 	 出演
◎ アイデア対決・全国高等専門学校ロボコン2014
  東北地区大会
　福島高専Ａチーム「おトドけ・うけトリ」	　	 優勝
	 	 鳥羽　祐丘（3M）・武田　亮完（2M）
	 	 強口　藍子（2M）
　福島高専Ｂチーム「蒸籠丸」	 １回戦敗退
	 	 星　　柾充（3C）・髙橋　諒太（2E）
	 	 秋山　高徳（2M）	
◎ アイデア対決・全国高等専門学校ロボコン2014全国大会 

福島高専Ｂチーム「おトドけ・うけトリ」
	 	 鳥羽　祐丘（3M）・武田　亮完（2M）・
	 	 強口　藍子（2M）	 　	 ベスト４
◎全国高等専門学校第25回プログラミングコンテスト
　【自由部門】		タイトル「おそらく王手-AR量子将棋盤-」	

	 　	 青木　僚平（5E）・岩本慎太郎（5E）・
	 	 小林　尚輝（5E）・川崎　裕幸（5E）・
	 	 間野目　大（5E）	 	 敢闘賞
　【競技部門】	「競技ロボ　モウダメダー-そうだ手でやろう-」
	 	 猪野　康弘（5E）・駒木根大海（5C）・
	 	 馬目　華奈（4I）　　　　　準決勝進出
◎全国高等専門学校デザインコンペティション2014
		【構造デザイン部門】
　チーム名「FUKUSHIMA	A」	 	 　第６位
	 	 金成　雅季（4K）・磯上　友輝（4K）・
	 	 田邉　　陽（4K）・鹿又　善憲（3K）
　チーム名「FUKUSHIMA	B」	 	 		第28位
	 	 遠藤　健悟（4K）・原田　真衣（4K）・
	 	 草野　泰治（2K）	 	 	
		【空間デザイン部門】	
　作品名「工場と生きるまち下川」	 予選敗退
	 	 大平　哲也（5K）・鳥谷信太郎（5K）・
	 	 長瀬　悠也（5K）・中根　滉汰（5K）・
	 	 比佐　美南（5K）・近藤　絢乃（5K）
◎ 第８回東北地区高等専門学校英語スピーチコンテスト
	 	 本田　　歩（3I）	 	 　準優勝
	 	 嘉齊　　澪（3I）	 	 　　出場
◎ 高校生英語スキット・スピーチ甲子園2014 （スキット部門） 
	 	 佐川　　晶（1I）・長谷川花織（1I）・

	 	 藤間なつみ（1I）	 　　　審査員特別賞
◎ 第８回全国高等専門学校英語プレゼンテーションコンテスト
　スピーチ部門	 本田　　歩（3I）	 	 　　出場
■分子生物学愛好会
◎第７回先端ものづくりチャレンジ2014イン習志野	 		
　ロボット競技部門	 	 	 最優秀賞
　ロボット名「菊花（Kicker）・改」
　代表　	 	 小林　　翠（5C）	 	 	
　制作グループ　	 笹川　桃佳（2C）・清水　和恵（2C）
	 	 會川　結衣（1C）・金成　留佳（1C）

 学 会 表 彰 等

◎社団法人日本機械学会（畠山賞）
	 	 松崎　本夢（5M）
◎電子情報通信学会東北支部優秀学生賞
	 	 佐藤　伸耶（5E）
◎電気学会東北支部優秀学生賞
	 	 金丸　允駿（5E）
◎日本化学会東北支部長賞
	 	 佐藤　拓未（5C）
◎全国高専土木工学会（近藤賞）
	 	 品川　歩生（5K）
◎独立行政法人国立高等専門学校機構学生表彰
	 	 土屋　裕紀（5E）



24　学校だよりvol.98 福島工業高等専門学校　25

トビタテ！留学ＪＡＰＡＮ報告
物質・環境システム工学専攻１年　小泉　亜未

　私は、官民協働海外留学制度 トビタテ！留学ＪＡＰＡＮ 日本代表プログラムの第一期派遣留学生として、昨年

の10月に１カ月間の海外インターンシップを行いました。この制度は、文部科学省の留学促進キャンペーン「トビ

タテ！留学ＪＡＰＡＮ」の主な取り組みの一つであり、派遣留学生に選ばれると授業料や現地活動費、渡航費といっ

た奨学金や研修などのサポートを受けることができます。海外インターンシップでは、オーストラリアのタウンズ

ビルにあるジェームズクック大学に通い、研究に参加させていただきました。海外の大学で行われている研究を体

験できたこと、同分野で勉強する各国の学生に出会えたことは非常に良い経験となりました。また、大学やホーム

ステイ先の家庭での生活を通して英語力を向上させることができたと感じています。休日にはホストファミリーや

大学の友達と出かけ、楽しい思い出を作ることもできました。海外インターンシップを通して、自分自身を成長さ

せることができたと感じています。今回得た経験を今後の自分の人生に役立てていきたいです。

いわき島サミットプレ事業で太平洋島嶼国政府関係者一行が来校

　平成27年５月にいわき市で開催される「第７回太平洋・島サミット」の一環として来日した太平洋島嶼国政府関

係者一行が、平成26年12月５日に本校を視察に訪れました。

　初めに中村校長から歓迎の挨拶があった後、校内の実験装置等の見学や学生との交流会を行いました。交流会では、

コミュニケーション情報学科１年生による東日本大震災時の様子についての英語劇とストーリーダンスが披露され

た後、島嶼国一行の参加国ごとにグループを作り、英語で各国の様子について質問をしたり、訪問者の氏名を漢字

の当て字にした色紙を贈るなど交流を深めました。

ＮＯＶＡと連携したテレビ電話での英語学習を開始

　本校は、平成26年11月から、「いわきから世界に活躍するイノベーショ

ン人材を育てる」をキャッチフレーズとして掲げ、更なる国際化に対応

するためには語学力の向上、特に英語によるコミュニケーション力を身

につけることが重要であるとの考えの下、ＮＯＶＡと連携した英会話学

習を開始しました。第１期生としてコミュニケーション情報学科の学生

と教職員の計14名が受講しています。また、12月からは工学系の学生と

教職員計13人が放課後等を利用してテレビ電話での英会話学習を行って

います。受講者は、テレビ電話を利用しながらネイティブスピーカーの

外国人講師からレッスンを受けており、英会話力のレベルアップが期待

されます。

TOPICS
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東北大学災害科学国際研究所との覚書を締結

　本校は、平成26年９月８日に、東北大学災害科学国際研究所と、防災・減災、

地域復興に向けた人材育成、共同研究等を推進するための覚書を締結しました。

本校の防災・減災分野に関する連携の締結は初めてとなります。今後は、人材

交流や双方が保有する施設・設備の相互利用を行うなど連携を深め、これまで

の取り組みをさらに活性化していくこととしています。社会ニーズに対応した

研究の深化、さらには未来を担う人材を育成すべく活動を展開してまいります。

産業技術総合研究所との連携・協力に関する協定を締結

　独立行政法人 産業技術総合研究所と本校を初めとする福島県内４つの高等教育機関（福島高専、会津大学、いわ

き明星大学、日本大学工学部）は、平成27年２月26日に学術及び産業技術の振興に寄与することを目的に連携・協

力に関する協定を締結しました。今後は、研究施設の相互利用や研究交流を通して、再生可能エネルギー分野での

研究開発を推進し、震災からの復旧・復興に貢献し、産業技術の振興に寄与すべく活動してまいります。

女子中学生対象のわくわく体験授業を開催しました

　平成26年10月４日、５日の両日、本校で女子中学生を対象にした学校開放

事業「わくわく体験授業」を開催しました。

　４日はキャラクターを使った販売促進や広告の効果について考える「キャ

ラクターについて考えてみましょう！」、金属を型に流し込む鋳造を体験す

る「鋳造でキーホルダーを作ってみよう!!」や飲み水を作る過程を体験する

「水って、たいせつ！」の３つの授業が、５日は化学繊維を実際に作る「ナ

イロンを作ってみよう!!」、「ＬＬ教室を使った英語の授業」、「光で学ぶ電気

のキホン」の３つの授業が行われました。

　当日は、市内外から女子中学生が延べ60名参加し、実験、実習を中心とした授業を体験しました。

全国高校生金融経済クイズ選手権（エコノミクス甲子園）に参加して
コミュニケーション情報学科３年　折笠　崇光・村上  健

　今年の第９回エコノミクス甲子園（全国金融・経済知力クイズ選

手権）全国大会は東京都渋谷区代々木国立オリンピック記念青少年

総合センターで開催され、コミュニケーション情報学科３年（参加

当時）村上健、折笠崇光の２人からなるチーム「モスコミュール」

が参加しました。福島高専が全国大会に参加するのは今回が初めて

でした。エコノミクス甲子園とは、金融・経済についての知識の普

及を目的に、金融知力普及委員会が実施する、クイズ大会です。エ

コノミクス甲子園には地方大会・全国大会があり、今回は無事地方

予選（福島大会）を勝ち抜いての全国大会出場となりました。実は、

去年行われた第８回エコノミクス甲子園福島大会にも参加していたのですが、予選敗退という結果に終わっていま

した。なので、今回こそは！という気持ちで地方予選に臨み、無事良い結果を残すことができました。

　全国大会では、どこのチームも地方予選を１位通過してきただけあり、仲間になると心強く、敵にすると手ごわ

いチームばかりでした。今回、全国大会では予選ラウンド敗退という結果になってしまいました。しかし、福島県

大会を突破して全国大会に出場し、日本の中でもトップレベルの金融知力を持った全国の学生たちと３日間ともに

競い合い・協力できたことは非常に貴重な体験となりました。
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TOPICS

　　　全力で駆け抜けた37年＋１ヶ月　　 根 岸　嘉 和

　「真面目な学習，規律ある生活態度，洗練された言動，人間性豊かなエンジニア」は，

37年前，「どこの馬の骨か分からない失業者」の身ながら福島高専土木工学科助手に任

用頂いた時，教室に掲げられていた額『校風樹立の要点』である．以来，このような

学生を育て，恩返しすることを自分の目標として，教育・学生指導・研究・地域貢献・

学校運営の５面体の校務を，全力で務めてきた．

　強く心に残る仕事として次のようなことが挙げられる．学生主事６年間では，東北地区高専体育連盟競技

運営専門委員長を務め女子競技を正式種目化できたことや，学生の生活指導の徹底を図った後に，携帯電話

持ち込み許可・普通自動車通学許可・ブレザー型制服制定等々の自由度拡大が図れたこと．学科長２年間では，

建設系・環境系のコース制で環境教育強化を図れたこと．教務主事４年間では，環境・経営・PBL教育の拡大・

深化や，再試験制度の拡幅，仮進級制度の導入が実施できたこと，専攻科長２年間では社会人入試制度の敷

設と企業訪問募集が展開できたこと．企画担当副校長２年間では，学校紹介ＤＶＤ制作，東日本大震災報告

書編集が務められたこと．

　時代が移り，高専を取り巻く状況も本校自体も変貌をとげ，更に大きく変わろうとしている今，自分が望

ましく・育成すべきと考える福島高専生像は，37年前と殆ど同じ「規律ある生活態度，真面目な学習，洗練

された言動，人間力豊かな世界人」である．

　最後に，学校の主役である学生諸君の大きな飛躍を期待するとともに，37年間の各種校務

の遂行に際し，ご指導，ご支援，ご協力頂きました多くの教員，職員，学生，保護者の皆様

方に心より厚く御礼申し上げます．

廃止措置人材育成高専等連携協議会設立総会及び
廃止措置シンポジウムを開催

　平成27年３月17日に、いわき市生涯学習プラザにおいて、廃止措置人材育成高専

等連携協議会（以下、協議会）設立総会及び廃止措置シンポジウムを開催しました。

これは、文部科学省が、東京電力株式会社福島第一原子力発電所１～４号機の廃止

措置等に向けた中長期的視点での基盤研究や人材育成を目的として公募した事業で

ある「国家課題対応型研究開発推進事業（廃止措置等基盤研究・人材育成プログラ

ム委託費）」に本校がフィージビリティースタディーとして採択されたことを受け、

協議会を発足する運びとなり、開催したものです。

　この協議会は、本校を事務局として、全国25の高専や原子力関連企業の専門家等

で構成されるもので、設立総会では、本校中村隆行校長の会長就任や平成27年度業

務計画等を議決しました。続いて、同日午後から開催されたシンポジウムには、全国高専、企業等から約90名の参

加があり、廃炉技術に関する研究発表

や有意義な討論等がなされました。本

校では、この協議会との連携の下、全

国高専生を対象に廃止措置学修プログ

ラムを実施し、高度な実践的教育に基

づき継続的な人材育成に取り組んでま

いります。

退職者ご挨拶
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専攻科の改組について
　平成27年４月から、専攻科の各専門性が深く学習でき、かつ、各専攻が融合した教育、研究を実現すること。また、

我が国の復興にとって必要な再生可能エネルギー分野、原子力安全分野、減災工学分野で活躍できる人材の育成を

目的として、新たに２専攻（５コース）に専攻科を改組しました。

特　徴

● 工学系専攻の特別研究で広い専門分野の教員の指導を受けることができ、かつ、ＥＤ（エンジニアリ

ングデザイン）科目が全コース・全専攻に共通に行われることにより、幅広い専門性を身につけながら、

高度な専門知識を持つ人材を育成します。

● 各コースに応じた復興人材育成関連科目が無理なく習得できるカリキュラムとなっており、コース別

に高度な専門知識を持つ他、災害復興分野の幅広い知識を併せ持つ人材を育成します。

   （復興人材育成特別プログラム修了者には、「復興人材育成特別プログラム修了証明書」を発行します。）

コース紹介

産業技術システム工学専攻

　本科の機械工学科、電気工学科、物質工学科、建設環境工学科のそれぞれの専門分野の基礎学力を充実させ、そ

の応用性や専門性を深め、また復興人材育成特別プログラムにより地域復興に活躍できる人材を育成します。本専

攻は次の４つのコースから構成されています。

生産・情報システム工学コース
機械系・電気系の材料工学分野並びに機械加工系、電子・情報工学系を融合した教育・研究を行います。

機械設計関連、システム制御関連、電子物性関連及び情報関連分野に関するより高度で応用性の高い専門科目を

学び生産・情報分野で活躍できる人材を育成します。

エネルギーシステム工学コース
機械系・電気系のエネルギー関連分野の教育・研究を行います。エネルギー分野に関するより高度で応用性の高

い専門科目を学び、機械・電気関連のエネルギー分野で活躍できる人材を育成します。

化学・バイオ工学コース
応用化学分野・生命工学分野およびそれらの関連分野の教育・研究を行います。物質工学科専門分野の基礎学力

をさらに充実させたうえで、その専門性を高めます。さらに、現代の応用化学分野・生命工学分野およびそれら

の関連分野における先端技術やその動向に柔軟に対応できる人材の養成をめざします。

社会環境システム工学コース
建設・環境系の教育・研究を行います。土木工学と環境工学に関する専門知識を修得し、さらに関連科目の履修

を通して複眼的視野を深めます。これらを通して日々進化する先端技術に柔軟に対応しつつ、環境に配慮するこ

とのできる建設技術を身につけた人材の養成をめざします。

ビジネスコミュニケーション学専攻
　コミュニケーション情報学科の専門的な基礎学力を充実させ、その応用性や専門性を深めます。また復興人材育

成特別プログラムにより地域復興において活躍できる人材を育成します。本専攻は次の１つのコースから成ってい

ます。

ビジネスコミュニケーション学コース
コミュニケーション情報学科で習得した社会学

系知識の応用力を育み、専門性を深めるビジネ

ス系科目を履修します。さらに工学系－ビジネ

ス系シナジー効果の期待できる科目を履修する

ことにより、工学的な基礎知識を獲得し、工学

的な思考スキルと国際社会に対応したビジネス

コミュニケーション能力を併せ持つ、地域に根

ざしたグローバルな視点を有する人材の育成を

目指します。
専攻科改組の概要図
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　高等学校等就学支援金制度とは、家庭の状況にかかわらず、

全ての意志ある高校生等が安心して勉学に打ち込める社会をつ

くるため、国の費用により、生徒の授業料に充てる高等学校等

就学支援金を支給し、家庭の教育費負担を軽減するものです。

　国立高等専門学校（第１学年～第３学年）も就学支援金制度

の対象となっており、月額9,900円（年額118,800円）の就学支

援金が支給されますが、平成26年４月の入学者からは所得制限

を設けた新制度が実施されております。

　支給期間は原則として通算36月となっております。また、保

護者の所得に応じて一定額が加算される加算支給制度もありま

す。

　なお、就学支援金は市町村民税所得割額を基準に支給される

ため、保護者等の失職、倒産等家計急変したときにすぐ反映さ

れない場合があります。その場合、就学支援金制度とは別に、「家

計急変支援金制度」の対象となる場合がありますので、詳しく

は学生課学生支援係にお問い合わせ下さい。

　授業料の免除は、経済的理由により授業料の納付が困難であり、か

つ学業優秀と認められる場合に、前期・後期ごとに本人の申請（前期

の授業料の免除申請の際に併せて、後期の申請も可能です。）に基づ

き選考のうえ、授業料の全額又は半額を免除する制度です。選考は免

除選考基準により、家計・学力・人物について学生委員会で審議します。

　経済的理由による授業料免除の対象となるのは、４年生・５年生・

専攻科生となります。

　３年生以下につきましては、左記の高等学校等就学支援金制度が適

用されるため、経済的理由による授業料免除の対象とはなりません（平

成26年度は、東日本大震災により被災した学生を対象とした特別措置

の授業料免除については、３年生以下も対象となりました。）。

　経済的理由による授業料免除の申請時期は、前期分は３月下旬、後

期分は９月中旬となっておりますが、事前の説明会で免除申請用紙を

配付し、併せて申込み締切り日についてお知らせします。なお、説明

会の日程については、掲示・放送および学級担任・専攻長からお知ら

せします。

奨学制度・授業料免除制度・高等学校等就学支援金についてのお問い合わせは　学生課学生支援係まで TEL ０２４６-４６-０７３４

高等学校等就学支援金 授業料免除制度

　
編  集  後  記

　広報委員会担当の二年間，本誌モデルチェンジのアイデアを模索してきましたが，歴代広報委員会のご努
力で，充実した完成品が出来上がっていたため，改訂事項はごくわずか「学校の動向を示すトピックスを多
く」，「学生の活動報告を自身の執筆で」等の試みを行った程度に留まっている．斬新なモデルチェンジを次
年度以降の広報委員会に委ねつつ，学校だよりの更なる進化を期待いたします．　　広報委員長　根岸嘉和

平成27年度　行　事　予　定 （４月～９月）

５月
11日（月）～15日（金）　

　　　　　　専攻科推薦入試・社会人入試願書受付

13日（水）　 後援会総会・学級懇談会・寮保護者会

22日（金）～６月４日（木）　

　　　　　　前期中間試験期間

23日（土）　 専攻科推薦入試・社会人入試

27日（水）　 共通科目試験日

４月
１日（水）　 開寮（13:00）

２日（木）　 入学式（本科・専攻科・編入学生）

　　　　　　新入寮生歓迎夕食会

３日（金）　 始業式

　　　　　　新入生オリエンテーション

　　　　　　専攻科ガイダンス

　　　　　　交通安全教室（１年）

６日（月）　 前期授業開始

15日（水）　 全校・校外清掃日

16日（木）　 金曜振替授業

17日（金）　 定期健康診断（臨時休講）

22日（水）　 基礎学力標準試験（化学）

　　　　　　（工学系４学科の３年生対象）

25日（土）　 新入寮生歓迎行事

27日（月）　 開校記念日

29日（水）　 公開授業

　　　　　　学生総会

８月
１日（土）～２日（日）　

　　　　　　１日体験入学

３日（月）～５日（水）　

　　　　　　編入学（学力）願書受付

５日（水）　 集会、教室整備

８日（土）　 寮大掃除

８日（土）～９月27日（日）

　　　　　　夏季休業

９日（日）　 閉寮（10:00）

10日（月）～14日（金）　

　　　　　　学校閉鎖

９月
８日（火）　 編入学試験（学力）

27日（日）　 開寮（13:00）

28日（月）　 ミニ研究準備・発表会

29日（火）　 集会、寮防災訓練、専攻科集会

30日（水）　 校内体育大会

６月
４日（木）　 共通科目試験日

８日（月）～12日（金）　

　　　　　　専攻科学力入試願書受付

17日（水）　 学級委員長との懇談会

20日（土）　 専攻科学力入試

24日（水）　 学生会ＡＥＤ講習会

７月
３日（金）　 学生臨時休業

３日（金）～５日（日）　

　　　　　　東北地区高専体育大会（一関・仙台名取）

６日（月）　 学生臨時休業

７日（火）　 月曜授業振替　

８日（水）　 交通安全教室（３年）

15日（水）～17日（金）

　　　　　　編入学（推薦）願書受付

15日（水）　 消費生活安全教室（５年）

25日（土）　 編入学試験（推薦）

24日（金）～30日（木）　

　　　　　　前期期末試験

30日（木）　 インターンシップ事前指導会（４年）

31日（金）　 補講日、１日体験入学準備日
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